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は
じ
め
に
「
感
恩
講
か
ん
の
ん
こ
う
」*1
は
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
二
月
、
秋
田
藩
の
城
下
町
久
保
田
に
お
い
て
窮
民
施
行
を
目
的
と
し
て
成
立
し
た
機
関
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
感
恩
講
に
関
す
る
先
行
研
究
は
従
来
、
社
会
福
祉
学
の
観
点
の
も
の
が
多
く
、
論
考
の
中
で
感
恩
講
設
立
に
関
す
る
史
実
が
指
摘
さ
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
ら
は
概
要
と
し
て
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
程
度
で
あ
り
、
歴
史
的
な
考
察
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
*2
。
歴
史
的
な
考
察
に
つ
い
て
は
、
庄
司
拓
也
氏
の
一
連
の
研
究
*3
が
あ
る
が
、
設
立
期
、
天
保
飢
饉
前
後
、
明
治
初
期
と
時
期
を
区
切
っ
た
う
え
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
を
述
べ
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
さ
て
、
感
恩
講
は
、
久
保
田
に
居
住
す
る
一
町
人
の
発
案
が
き
っ
か
け
で
成
立
に
至
っ
た
と
い
う
特
徴
を
も
つ
。
ま
た
、
そ
の
運
営
に
つ
い
て
も
町
人
が
主
体
と
な
っ
て
担
っ
て
い
た
と
い
う
点
か
ら
、
城
下
町
の
町
人
で
構
成
さ
れ
る
社
会
的
結
合
の
一
形
態
と
い
う
側
面
も
持
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
都
市
に
居
住
す
る
人
々
の
社
会
的
な
結
合
に
関
し
て
は
、
澤
登
寛
聡
氏
、
渡
辺
浩
一
氏
の
先
行
研
究
*4
が
あ
る
。
両
氏
の
研
究
は
と
も
に
、
社
会
の
内
部
に
お
い
て
人
々
が
形
成
し
た
自
生
的
な
社
会
秩
序
に
着
目
し
た
も
の
で
あ
り
、
幕
府
や
藩
か
ら
強
制
的
に
形
成
さ
れ
る
政
治
体
制
を
見
直
す
と
い
う
極
め
て
有
効
的
な
方
法
論
の
提
示
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
両
氏
の
方
法
論
を
受
け
、
幕
府
の
政
治
体
制
を
社
会
の
側
か
ら
捉
え
直
し
た
の
が
、
木
村
涼
氏
で
あ
っ
た
*5
。
氏
は
歌
舞
伎
役
者
市
川
團
十
郎
を
支
え
る
観
客
・
贔
屓
の
存
在
に
着
目
し
、
彼
ら
が
形
成
す
る
「
連
」
が
幕
府
に
よ
る
従
来
の
身
分
制
支
配
秩
序
の
枠
組
み
に
は
と
ら
わ
れ
な
い
社
会
集
団
で
あ
っ
た
こ
と
を
解
明
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
以
上
の
諸
研
究
に
は
、
自
生
的
な
社
会
秩
序
が
幕
府
や
藩
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
社
会
的
結
合
体
そ
れ
自
体
が
有
す
る
秩
序
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
言
及
が
必
ず
し
も
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
先
行
研
究
に
学
び
つ
つ
、
か
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
点
を
考
慮
し
て
、
感
恩
講
が
城
下
町
の
町
人
で
構
成
さ
れ
る
社
会
集
団
の
一
形
態
で
あ
る
視
点
を
重
視
し
た
い
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
、
感
恩
講
が
城
下
町
久
保
田
と
い
う
社
会
の
中
で
、
い
か
な
る
社
会
秩
序
を
有
し
、
ま
た
、
秋
田
藩
と
は
い
か
な
る
相
関
関
係
に
あ
っ
た
の
か
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
本
論
に
入
る
前
に
、
城
下
町
久
保
田
の
概
要
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
。
城
下
町
久
保
田
は
、
初
代
秋
田
藩
主
佐
竹
義
宣
が
新
し
く
建
設
し
た
町
で
あ
る
。
佐
竹
義
宣
の
秋
田
転
封
に
と
も
な
い
、
常
陸
国
宍
戸
に
移
っ
た
安
東
（
秋
田
）
実
季
は
、
土
崎
つ
ち
ざ
き
の
湊
城
を
居
城
と
し
て
い
た
。
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
九
月
に
秋
田
へ
入
国
し
た
佐
竹
義
宣
は
初
め
湊
城
に
入
っ
た
が
、
ほ
ど
な
く
土
崎
湊
か
ら
約
二
里
ほ
ど
内
陸
に
入
っ
た
久
保
田
に
新
城
を
築
城
し
、
そ
れ
と
並
行
し
て
城
下
町
の
建
設
も
開
始
し
た
。
久
保
田
は
、
武
家
町
の
内
町
と
町
人
町
の
外
町
、
寺
町
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。
城
下
町
の
建
設
は
慶
長
一
二
年
二
月
か
ら
本
格
化
し
、
寛
永
初
年
頃
ま
で
に
ほ
ぼ
成
立
し
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
住
民
は
城
下
町
の
成
立
に
と
も
な
い
、
義
宣
が
湊
城
下
の
住
民
を
久
保
田
に
強
制
的
に
移
住
さ
せ
た
。
し
た
が
っ
て
湊
城
下
の
有
力
商
人
の
多
く
が
こ
の
時
期
に
久
保
田
に
移
住
し
、
城
下
町
久
保
田
が
成
立
し
た
。
外
町
の
人
口
に
つ
い
て
は
、
享
保
一
五
年
（
一
七
三
〇
）
に
は
一
五
、
二
五
七
人
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
は
一
三
、
二
二
二
人
*6
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
文
化
年
間
の
記
録
に
よ
る
と
、
外
町
は
四
七
町
の
個
別
町
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
*7
。
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一
　
感
恩
講
の
成
立
と
概
要
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
一
月
、
秋
田
藩
か
ら
の
御
尋
を
き
っ
か
け
に
感
恩
講
設
立
の
経
緯
に
つ
い
て
の
記
録
が
ま
と
め
ら
れ
た
。「
感
恩
講
発
端
是
迄
之
大
旨
御
尋
ニ
付
乍
恐
御
答
」
と
題
さ
れ
た
こ
の
史
料
は
、
全
一
六
条
か
ら
成
り
、
感
恩
講
設
立
前
か
ら
天
保
元
年
に
至
る
出
来
事
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
本
論
に
関
わ
る
条
目
の
み
を
挙
げ
て
い
く
が
、
全
一
六
条
そ
れ
ぞ
れ
の
主
な
内
容
は
【
表
１
】
に
示
し
た
。
こ
の
中
か
ら
、
こ
こ
で
は
ま
ず
感
恩
講
設
立
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
一
条
目
を
掲
げ
る
*8
。
文
政
十
亥
之
歳
末
佳
儀
ニ
御
町
奉
行
橋
本
五
郎
左
衛
門
様
江
那
波
三
郎
右
衛
門
罷
出
候
所
、
育
子
御
備
之
基
本
相
居
候
存
寄
御
尋
ニ
付
、
三
郎
右
衛
門
者
若
年
よ
り
困
窮
ニ
沈
、
夫
故
生
涯
之
内
何
卒
窮
民
施
行
備
之
願
望
起
、
深
心
中
ニ
籠
置
候
所
江
右
之
仰
を
蒙
候
、
将
育
子
与
窮
民
者
異
名
同
事
故
、
誠
ニ
天
幸
時
至
り
候
与
御
答
ニ
者
、
是
十
ヶ
年
之
内
成
就
致
候
共
可
然
候
哉
与
奉
伺
候
所
、
不
苦
与
仰
故
、
左
候
ハ
ヽ
当
金
百
五
十
両
外
ニ
弐
百
五
十
両
十
ヶ
年
割
ニ
出
金
仕
、
右
を
以
知
行
御
買
入
右
年
々
之
物
成
小
役
を
以
、
両
条
共
永
久
不
絶
御
救
之
事
ニ
申
上
候
所
、
五
郎
左
衛
門
様
厚
御
賞
言
ニ
候
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
歳
末
、
町
奉
行
・
橋
本
五
郎
左
衛
門
の
も
と
へ
久
保
田
町
人
・
那
波
三
郎
右
衛
門
*9
が
訪
問
し
た
。
橋
本
が
「
育
子
」（
育
児
）
の
備
え
に
つ
い
て
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
那
波
は
、
自
身
が
若
年
の
頃
困
窮
し
た
経
験
か
ら
、
窮
民
の
施
行
に
備
え
た
い
と
の
願
望
が
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
を
聞
い
た
橋
本
は
育
子
と
窮
民
は
同
じ
意
味
で
あ
る
と
し
て
、
一
〇
年
以
内
に
そ
れ
を
実
現
さ
せ
た
い
と
い
う
那
波
の
願
い
を
受
け
入
れ
た
の
で
あ
る
。
感
恩
講
設
立
の
た
め
の
資
金
に
つ
い
て
は
、
那
波
の
私
有
金
一
五
〇
両
の
ほ
か
に
、
二
五
〇
両
を
一
〇
年
割
で
秋
田
藩
に
献
納
し
、
そ
の
額
面
分
に
あ
た
る
知
行
地
を
秋
田
藩
が
用
意
し
、
そ
こ
か
ら
毎
年
得
ら
れ
る
物
成
・
小
役
を
運
営
に
充
て
る
と
い
う
の
が
那
波
の
提
案
で
あ
っ
た
。
こ
の
計
画
が
実
現
す
れ
ば
半
永
久
的
な
施
行
が
可
能
で
あ
る
と
の
那
波
の
提
案
を
、
橋
本
も
大
い
に
賞
し
、
こ
の
両
者
の
会
談
が
後
の
感
恩
講
成
立
の
契
機
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、「
文
政
十
一
子
之
冬
よ
り
丑
二
月
（
文
政
十
二
年
）
迄
同
志
一
ト
先
七
十
二
人
与
成
、
此
出
金
千
両
ト
銀
拾
貫
目
、
依
而
知
行
備
ニ
致
候
与
万
代
不
易
之
基
本
与
年
番
共
一
同
申
会
*10
」、
す
な
わ
ち
、
文
政
十
一
年
冬
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
の
間
に
「
同
志
」
が
七
二
人
、
献
金
が
一
〇
〇
〇
両
と
銀
一
〇
貫
目
が
集
ま
っ
た
。
年
番
で
あ
る
七
名
は
、
こ
の
「
同
志
」
と
献
211
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金
額
を
万
代
不
易
の
基
本
と
し
、
こ
れ
を
も
っ
て
感
恩
講
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
登
場
す
る
年
番
と
は
、「
同
志
」
の
う
ち
の
那
波
三
郎
右
衛
門
、
中
谷
久
左
衛
門
、
塩
屋
善
兵
衛
、
羽
田
市
右
衛
門
、
帯
屋
三
四
郎
、
加
納
亀
蔵
、
加
賀
屋
冨
五
郎
の
七
名
で
、
感
恩
講
の
代
表
者
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
二
　
感
恩
講
を
構
成
す
る
人
々
前
節
に
お
い
て
、
感
恩
講
が
久
保
田
の
町
人
・
那
波
三
郎
右
衛
門
か
ら
の
発
案
が
契
機
と
な
り
、「
同
志
」
か
ら
献
金
を
集
め
て
成
立
さ
せ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
本
節
で
は
、
感
恩
講
を
構
成
す
る
人
々
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
こ
こ
で
も
引
き
続
き
、
先
に
掲
げ
た
史
料
「
感
恩
講
発
端
是
迄
之
大
旨
御
尋
ニ
付
乍
恐
御
答
」
の
四
条
目
か
ら
感
恩
講
の
構
成
員
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
*11
。
其
後
田
中
様
江
発
端
委
細
三
郎
右
衛
門
申
上
、
愚
心
御
執
揚
被
成
下
候
ハ
ヽ
成
就
迄
何
事
も
乍
恐
私
江
御
任
被
下
置
度
、
但
御
隙
（
障
カ
）
之
件
者
御
指
留
奉
願
候
、
右
ニ
申
上
候
内
情
者
永
世
保
候
ニ
者
衆
と
と
も
に
建
立
致
候
外
無
之
、
夫
ニ
者
頻
与
人
望
を
得
候
而
已
、
依
而
者
入
用
者
勿
論
種
々
ニ
人
気
を
扱
申
筈
、
其
度
毎
逸
々
難
奉
伺
与
申
上
候
所
深
切
共
聞
届
候
故
、
其
方
江
可
任
置
与
仰
を
蒙
、
依
之
仰
発
端
今
ニ
至
迄
御
施
之
人
別
御
届
而
已
ニ
而
多
分
成
就
迄
自
己
之
斗
意
ニ
致
来
那
波
三
郎
右
衛
門
は
、
橋
本
五
郎
左
衛
門
の
後
任
の
町
奉
行
・
田
中
伊
織
に
、
感
恩
講
設
立
に
至
る
ま
で
の
詳
細
、
さ
ら
に
窮
民
救
済
の
事
業
が
整
う
ま
で
そ
の
運
営
を
自
身
に
委
任
し
て
ほ
し
い
旨
を
伝
え
、
そ
の
件
に
つ
い
て
田
中
も
承
諾
し
た
。
こ
の
四
条
目
の
記
述
で
最
も
重
要
な
点
は
、
那
波
が
、
感
恩
講
の
事
業
を
永
世
に
維
持
し
続
け
る
た
め
に
は
、
人
々
の
「
人
望
」
を
得
る
必
要
が
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
志
を
同
じ
く
す
る
者
た
ち
の
協
力
が
必
要
で
あ
る
と
訴
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
那
波
は
、
感
恩
講
の
発
足
お
よ
び
存
続
を
、
自
分
一
人
の
力
で
は
な
く
、
協
力
し
て
く
れ
る
者
た
ち
と
共
に
成
し
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
協
力
と
は
、
端
的
に
言
う
と
資
金
提
供
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
那
波
の
ね
ら
い
と
は
、
窮
民
施
行
と
い
う
自
ら
の
理
念
に
賛
同
し
、
か
つ
出
資
し
て
く
れ
る
者
で
感
恩
講
を
構
成
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
そ
う
し
た
協
力
者
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で
集
め
た
の
か
、
次
に
掲
げ
る
五
条
目
か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
*12
。
同
秋
塩
屋
（
文
政
十
一
年
）
善
兵
衛
与
申
者
江
右
積
志
之
程
初
而
口
発
ニ
及
候
所
深
同
意
致
候
、
依
之
両
人
申
会
候
者
普
ク
諸
人
江
善
事
を
進
メ
、
多
勢
同
志
為
致
候
ニ
者
、
譬
者
三
郎
右
衛
門
先
ツ
善
兵
衛
江
諭
、
善
兵
衛
随
喜
致
候
与
善
兵
衛
亦
懇
意
之
者
江
諭
、
順
々
右
ニ
斗
意
候
ハ
ヽ
元
ト
善
事
故
、
衆
も
合
講
行
可
相
立
与
定
、
依
而
壱
人
加
入
致
候
与
其
先
ン
加
入
之
族
幾
人
な
り
共
、
其
族
与
共
ニ
三
郎
右
衛
門
宅
ニ
お
ゐ
て
参
会
致
、
其
度
毎
酒
飯
を
振
舞
、
猶
も
情
を
通
シ
縁
ニ
随
江
（
マ
マ
）
、
凡
三
ヶ
年
之
間
夕
日
夜
を
不
分
参
会
故
、
数
千
人
之
賄
致
、
終
ニ
多
勢
を
纏
同
志
結
ヒ
申
候
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
秋
、
那
波
三
郎
右
衛
門
が
、
同
じ
く
久
保
田
の
町
人
で
あ
り
、
後
に
年
番
と
な
る
塩
屋
善
兵
衛
に
自
ら
の
積
志
、
す
な
わ
ち
感
恩
講
の
創
設
に
つ
い
て
伝
え
る
と
、
塩
屋
は
深
く
同
意
し
た
と
い
う
。
那
波
は
こ
の
場
合
の
よ
う
に
、
那
波
が
塩
屋
を
誘
い
、
塩
屋
が
ま
た
懇
意
の
者
を
誘
う
と
い
っ
た
手
順
で
諸
人
へ
感
恩
講
創
設
と
い
う
善
事
を
勧
め
、
大
勢
の
「
同
志
」
を
集
め
る
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
人
が
加
入
す
る
と
、
そ
れ
に
先
ん
じ
て
加
入
し
て
い
た
者
が
何
人
い
た
と
し
て
も
、
那
波
は
、
そ
の
た
び
ご
と
に
自
身
宅
に
お
い
て
饗
応
し
た
。
那
波
は
お
よ
そ
三
年
間
で
の
べ
数
千
人
を
も
て
な
し
、
つ
い
に
大
勢
の
者
と
「
同
志
」
を
結
ぶ
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
、
文
政
一
一
年
ま
で
に
集
ま
っ
た
七
二
名
の
「
同
志
」
の
名
、
献
金
額
、
確
認
で
き
る
範
囲
で
は
あ
る
が
「
同
志
」
の
居
住
地
、
紹
介
者
名
を
示
し
て
い
る
の
が
【
表
２
】
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
記
名
の
順
序
が
加
入
順
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。
例
え
ば
、
表
番
号
５
「
石
川
久
三
郎
」
は
、
３
「
古
谷
甚
五
郎
」
の
紹
介
を
受
け
て
か
ら
加
入
し
て
い
る
し
、
同
様
に
６
「
美
濃
屋
吉
兵
衛
」
は
、
４
「
中
谷
久
左
衛
門
」
と
２
「
塩
屋
善
兵
衛
」
か
ら
の
紹
介
を
受
け
て
加
入
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
こ
こ
か
ら
、
す
で
に
加
入
し
た
者
の
中
か
ら
新
た
な
加
入
者
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が
っ
て
、
先
述
し
た
記
名
順
が
加
入
順
を
示
す
と
い
う
先
の
仮
説
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
先
掲
の
五
条
目
の
史
料
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、「
懇
意
」
の
者
か
ら
の
紹
介
に
よ
っ
て
、
那
波
を
起
点
と
し
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
徐
々
に
波
及
し
て
い
く
様
相
が
こ
の
【
表
２
】
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。
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ま
た
、
22
「
加
納
亀
蔵
」、
47
「
遠
藤
儀
助
」、
61
「
大
野
嘉
兵
衛
」
に
つ
い
て
は
、
紹
介
者
を
見
る
と
、「
小
笹
様
御
引
」
と
あ
る
。「
小
笹
様
」
が
具
体
的
に
誰
を
示
す
の
か
、
こ
こ
で
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、「
御
引
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
秋
田
藩
の
関
係
者
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
68
〜
71
の
四
人
に
つ
い
て
は
、「
御
内
意
ニ
而
」
と
あ
り
、
こ
の
文
言
か
ら
秋
田
藩
、
特
に
藩
主
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
う
え
、
70
「
石
川
久
三
郎
母
」、
71
「
亀
屋
平
兵
衛
母
」
の
よ
う
に
、
女
性
も
構
成
員
と
し
て
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
秋
田
藩
が
い
か
な
る
基
準
で
こ
れ
ら
の
人
々
を
選
定
し
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
感
恩
講
の
構
成
員
に
は
、
秋
田
藩
も
そ
の
人
選
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
感
恩
講
の
構
成
員
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
、
町
奉
行
で
あ
っ
た
江
間
郡
兵
衛
は
「
其
方
共
講
行
成
就
之
上
献
上
致
度
之
趣
ニ
候
得
共
、
矢
張
建
立
之
儘
ニ
致
置
、
夫
江
上
之
御
指
揮
を
蒙
、
講
行
致
候
ハ
ヽ
上
ニ
あ
ら
す
下
モ
ニ
も
あ
ら
さ
る
所
を
以
萬
代
不
易
可
相
保
*13
」
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
感
恩
講
の
構
成
員
間
の
関
係
に
は
上
下
の
差
は
な
く
、
そ
れ
を
保
ち
続
け
て
ほ
し
い
と
の
認
識
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
実
態
に
即
し
た
認
識
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
疑
問
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
町
奉
行
の
認
識
で
は
感
恩
講
の
構
成
員
間
に
は
上
下
関
係
、
具
体
的
に
は
、
身
分
や
経
済
力
の
差
な
ど
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
感
恩
講
は
、
那
波
の
窮
民
施
行
の
理
念
に
賛
同
し
、
か
つ
献
金
し
て
く
れ
る
「
同
志
」
で
構
成
さ
れ
る
集
団
で
あ
っ
た
。
そ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
那
波
を
起
点
と
し
て
拡
大
し
て
い
く
様
相
が
確
認
で
き
た
が
、
同
時
に
、
秋
田
藩
が
人
選
に
介
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
た
。
秋
田
藩
に
と
っ
て
感
恩
講
の
構
成
員
は
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
成
り
立
つ
と
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
三
　
秋
田
藩
と
感
恩
講
と
の
関
係
感
恩
講
の
設
立
お
よ
び
運
営
に
つ
い
て
は
、
秋
田
藩
も
様
々
な
方
法
で
の
協
力
や
援
助
を
施
し
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
先
の
【
表
１
】
に
も
掲
げ
た
史
料
「
感
恩
講
発
端
是
迄
之
大
旨
御
尋
ニ
付
乍
恐
御
答
」
の
内
容
の
一
部
を
類
型
化
し
、
秋
田
藩
が
感
恩
講
に
ど
の
よ
う
な
協
力
を
申
し
出
、
そ
れ
に
対
し
て
感
恩
講
側
が
い
か
な
る
対
応
を
と
っ
た
の
か
を
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
１
　
物
資
の
提
供
秋
田
藩
が
感
恩
講
に
対
し
て
お
こ
な
っ
た
こ
と
と
し
て
、
ま
ず
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
物
資
の
提
供
で
あ
っ
た
。
前
掲
の
史
料
の
二
条
目
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
*14
。
翌
子
之
（
文
政
十
一
年
）
三
月
前
条
之
趣
奉
願
上
候
所
御
書
附
を
以
、
願
通
被
仰
付
候
、
右
御
文
言
之
内
窮
民
永
続
可
相
救
存
慮
追
々
可
申
上
与
蒙
仰
、
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
、
猶
内
願
者
い
か
ゝ
与
御
尋
ニ
候
得
共
右
施
行
者
則
私
之
内
願
故
、
其
形
奉
申
上
候
得
共
、
再
々
応
之
仰
ニ
而
恐
入
、
左
候
者
窮
民
救
者
自
分
之
内
願
、
育
子
ニ
申
ス
者
御
内
意
故
、
育
子
与
御
向
御
賞
可
奉
畏
与
申
上
候
所
、
御
銀
八
百
目
宛
　
御
町
所
永
被
下
置
候
感
恩
講
設
立
の
契
機
と
な
っ
た
久
保
田
町
人
・
那
波
三
郎
右
衛
門
と
町
奉
行
・
橋
本
五
郎
左
衛
門
と
の
会
談
か
ら
約
三
ヶ
月
後
の
文
政
十
一
年
三
月
、
那
波
の
願
い
で
あ
っ
た
窮
民
施
行
と
秋
田
藩
側
の
望
み
で
あ
る
育
子
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
た
。
そ
の
際
、
各
事
業
に
つ
き
銀
八
〇
〇
目
ず
つ
が
町
奉
行
所
よ
り
拝
領
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
秋
田
藩
か
ら
感
恩
講
に
対
し
て
、
そ
の
設
立
前
後
に
あ
た
る
時
期
に
、
物
資
を
提
供
し
た
と
い
う
事
例
が
こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
確
認
で
き
る
。
そ
こ
で
次
に
八
条
目
の
記
述
を
確
認
す
る
*15
。
講
之
筆
・
墨
・
紙
料
往
々
講
人
数
之
子
孫
出
銭
ニ
及
候
ハ
ヽ
多
勢
之
内
ニ
者
い
か
ゝ
ニ
存
候
者
も
可
有
之
歟
、
依
而
初
メ
出
金
之
節
、
壱
人
銭
弐
貫
文
宛
出
銭
致
、
右
を
以
知
行
七
石
余
御
備
候
積
之
所
　
御
役
所
六
石
余
添
被
下
置
、
右
出
物
成
を
以
往
々
講
料
可
相
達
与
被
　
仰
付
、
難
有
拝
領
仕
候
、
右
者
丑
年
田
中
様
御
勤
中
ニ
御
座
候
感
恩
講
の
運
営
に
と
っ
て
必
要
で
あ
る
筆
、
墨
、
紙
等
の
費
用
の
た
め
、
講
の
構
成
員
一
人
に
つ
き
銭
二
貫
文
ず
つ
徴
収
し
、
そ
の
額
に
あ
た
る
知
行
七
石
余
り
を
得
、
そ
れ
に
加
え
て
町
奉
行
所
か
ら
六
石
余
り
を
拝
領
し
、
先
ほ
ど
の
費
用
の
一
部
に
あ
て
た
、
と
あ
る
。
ま
た
、
十
一
条
目
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
も
あ
る
*16
。
其
先
ン
文
政
十
二
丑
冬
講
・
出
金
者
三
ヶ
年
割
を
以
上
納
ニ
定
候
所
、
其
初
年
よ
り
折
柄
不
熟
に
て
米
高
直
、
知
行
者
未
タ
御
買
入
ニ
不
相
成
、
世
評
者
一
同
疾
ニ
も
施
行
可
有
之
唱
、
於
爰
ニ
人
望
失
候
模
様
与
相
成
、
依
而
年
番
甚
微
少
な
か
ら
亦
候
金
子
九
両
余
出
金
致
、
一
ト
先
施
行
可
致
之
所
　
御
町
所
御
米
八
十
俵
年
番
江
被
下
、
右
金
子
与
合
施
行
可
致
与
伊
織
様
御
内
座
に
て
御
厚
憐
之
被
　
仰
含
、
依
之
初
年
連
綿
之
施
行
致
来
候
当
初
、
文
政
十
二
年
の
冬
よ
り
感
恩
講
の
構
成
員
と
な
っ
た
者
か
ら
講
へ
の
献
金
は
、
三
年
の
年
賦
に
て
納
め
る
こ
と
を
定
め
て
い
た
。
し
か
し
、
初
年
か
ら
米
価
が
高
騰
し
、
献
金
が
な
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か
な
か
集
ま
ら
な
い
た
め
、
施
行
を
始
め
ら
れ
ず
に
い
た
。
万
が
一
、
予
定
し
て
い
た
施
行
を
予
定
し
て
い
た
時
期
に
開
始
で
き
な
け
れ
ば
、
世
間
の
人
々
の
「
人
望
」
を
失
う
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
そ
の
よ
う
な
事
態
を
危
惧
し
た
年
番
が
、
金
子
九
両
ず
つ
を
臨
時
的
に
献
金
し
、
資
金
不
足
を
凌
ご
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
行
動
を
秋
田
藩
は
賞
賛
し
、
町
奉
行
所
を
通
じ
て
米
八
〇
俵
が
下
賜
さ
れ
、
無
事
に
施
行
の
開
始
に
至
っ
た
と
い
う
。
秋
田
藩
が
提
供
し
た
の
は
、
感
恩
講
の
運
営
資
金
に
あ
た
る
も
の
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
次
に
掲
げ
る
十
二
条
目
に
そ
の
記
述
が
み
ら
れ
る
*17
。
其
後
知
行
も
追
々
御
買
入
ニ
随
江
（
マ
マ
）
物
成
納
一
ト
先
藤
原
伊
兵
衛
蔵
江
被
入
置
候
所
、
鼠
喰
夥
敷
不
都
合
之
減
米
故
、
往
々
講
之
備
蔵
無
之
而
者
不
相
成
、
依
而
六
丁
目
御
火
除
地
拝
領
被
　
仰
付
、
右
普
請
入
料
者
一
円
手
当
無
之
、
年
番
共
者
分
不
相
応
ニ
講
江
取
替
与
相
成
、
乍
去
此
節
衆
意
を
得
候
事
故
、
夫
を
基
立
ニ
頼
、
寅
之
冬
（
天
保
元
年
）
卯
之
冬
（
同
二
年
）
迄
普
請
者
成
就
仕
候
、
右
年
月
之
内
　
御
町
所
表
通
門
柵
両
蔵
之
屋
根
瓦
拝
領
被
　
仰
付
感
恩
講
の
知
行
が
徐
々
に
増
え
る
に
つ
れ
、
物
成
は
ひ
と
ま
ず
藤
原
伊
兵
衛
な
る
者
の
蔵
へ
保
管
し
て
お
く
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
感
恩
講
所
有
の
蔵
が
な
い
の
も
今
後
不
都
合
で
あ
る
と
し
て
、
六
丁
目
の
火
除
地
を
拝
領
し
、
そ
の
地
へ
蔵
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
の
冬
か
ら
翌
年
の
冬
に
か
け
て
普
請
も
完
了
し
た
。
さ
ら
に
町
奉
行
所
か
ら
は
普
請
の
期
間
中
に
、
柵
、
屋
根
瓦
を
拝
領
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
秋
田
藩
は
町
奉
行
を
通
じ
て
、
米
や
銀
、
火
除
地
や
蔵
に
使
用
す
る
柵
、
屋
根
瓦
等
が
感
恩
講
へ
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
２
　
「
御
賞
」
の
受
容
の
取
捨
選
択
前
項
で
は
、
秋
田
藩
か
ら
感
恩
講
に
対
す
る
物
資
の
提
供
に
関
す
る
事
例
を
確
認
し
た
が
、
次
に
秋
田
藩
か
ら
感
恩
講
、
あ
る
い
は
感
恩
講
の
構
成
員
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
「
御
賞
」
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
は
六
条
目
か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
*18
。
文
政
十
一
子
之
冬
よ
り
丑
二
月
（
文
政
十
二
年
）
迄
同
志
一
ト
先
七
十
二
人
与
成
、
此
出
金
千
両
ト
銀
拾
貫
目
、
依
而
知
行
備
ニ
致
候
与
万
代
不
易
之
基
本
与
年
番
共
一
同
申
会
候
右
を
以
、
年
々
豊
凶
と
も
施
行
致
度
奉
願
上
候
所
、
願
通
被
　
仰
付
、
其
上
右
願
書
恐
多
も
江
戸
表
江
為
御
登
被
遊
、
同
年
三
月
廿
一
日
言
上
被
成
置
候
所
　
御
満
悦
被
思
召
候
与
被
　
仰
出
候
段
、
重
而
講
中
江
被
　
仰
渡
、
冥
加
ニ
余
り
無
勿
体
仕
合
ニ
奉
存
候
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
文
政
十
一
年
冬
か
ら
翌
年
二
月
ま
で
の
間
に
同
志
が
七
二
人
、
献
金
が
一
〇
〇
〇
両
と
銀
一
〇
貫
目
を
集
め
た
こ
と
に
よ
り
、
感
恩
講
が
成
立
し
た
。
感
恩
講
の
年
番
七
人
は
こ
れ
を
万
代
不
易
の
基
本
と
し
、
豊
凶
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
、
施
行
を
行
い
続
け
る
こ
と
を
秋
田
藩
に
願
い
出
、
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
文
政
十
二
年
三
月
二
一
日
、
感
恩
講
設
立
の
願
書
が
江
戸
在
勤
中
の
藩
主
（
一
〇
代
佐
竹
義
厚
よ
し
ひ
ろ
）
の
許
に
届
け
ら
れ
、
そ
れ
を
知
っ
た
藩
主
も
御
満
悦
と
の
思
し
召
し
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
藩
主
へ
の
報
告
に
関
す
る
記
述
が
九
条
目
に
見
ら
れ
る
*19
。
翌
寅
年
（
文
政
十
三
年
）
三
月
講
中
江
被
　
仰
渡
候
者
、
前
年
丑
三
月
廿
一
日
窮
民
救
之
基
本
　
言
上
之
上
御
満
悦
被
　
思
召
候
与
被
　
仰
出
候
を
吉
例
ニ
致
、
以
来
年
々
山
王
神
前
ニ
お
ゐ
て
御
神
楽
奏
、
同
日
社
中
ニ
而
惣
講
人
数
江
御
酒
飯
拝
領
被
　
仰
付
候
、
其
後
年
番
申
立
候
者
、
百
九
十
人
余
講
中
故
、
余
ニ
大
勢
に
て
酒
興
之
上
、
万
一
争
論
か
ま
し
き
儀
相
生
候
而
者
恐
入
候
故
、
翌
卯
年
（
天
保
二
年
）
時
之
年
番
并
講
人
数
十
七
組
　
触
本
壱
人
宛
ト
、
外
ニ
壱
組
之
内
よ
り
年
齢
長
シ
候
者
壱
人
ツ
ヽ
順
々
御
酒
飯
被
下
候
事
ニ
御
定
御
聞
済
候
藩
主
へ
の
感
恩
講
事
業
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
翌
年
の
文
政
十
三
年
三
月
、
前
年
三
月
二
一
日
の
報
告
日
を
吉
例
と
し
て
、
城
下
町
久
保
田
の
総
鎮
守
社
で
あ
る
八
橋
村
の
山
王
八
幡
社
の
神
前
に
お
い
て
神
楽
を
奏
し
、
社
中
に
て
講
の
人
々
へ
御
酒
が
振
る
舞
わ
れ
た
。
は
じ
め
、
七
二
人
の
構
成
員
数
で
成
立
し
た
の
が
、
天
保
元
年
に
は
一
九
〇
人
を
超
え
て
い
た
*20
。
こ
の
よ
う
な
大
勢
で
の
酒
興
の
席
で
、
万
一
争
論
が
起
き
な
い
と
も
限
ら
な
い
の
で
、
翌
年
（
天
保
二
年
）
よ
り
年
番
・
講
中
一
七
組
の
触
本
各
一
名
ず
つ
と
、
一
組
に
つ
き
年
長
の
者
が
一
名
ず
つ
が
順
番
に
御
酒
を
拝
領
す
る
よ
う
に
定
め
た
と
い
う
。
こ
の
一
七
組
や
触
本
の
詳
細
に
つ
い
て
こ
こ
で
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
れ
以
降
、
感
恩
講
が
一
〇
人
強
を
一
組
と
し
た
一
七
組
を
形
成
し
、
組
単
位
で
総
鎮
守
社
に
お
い
て
酒
興
で
も
て
な
さ
れ
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
の
他
に
も
「
同
年
十
（
文
政
十
二
年
）
一
月
廿
一
日
講
人
数
江
為
御
賞
以
来
年
々
子
孫
ニ
至
ル
迄
御
重
ね
餅
御
切
の
し
被
添
置
、
於
　
御
町
所
ニ
拝
領
被
仰
付
、
難
有
仕
合
ニ
奉
存
候
*21
」
と
の
記
述
が
九
条
目
に
見
ら
れ
、
文
政
十
二
年
一
一
月
二
一
日
に
は
、
秋
田
藩
か
ら
感
恩
講
の
献
金
者
に
は
そ
の
子
孫
に
至
る
ま
で
「
御
賞
」
と
し
て
重
ね
餅
を
拝
領
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
藩
主
か
ら
の
称
賛
の
言
葉
と
重
ね
餅
、
ま
た
町
の
総
鎮
守
社
で
の
神
事
や
酒
興
に
参
加
す
る
こ
と
等
、
秋
田
藩
は
物
資
と
並
行
し
て
感
恩
講
の
構
成
員
に
と
っ
て
名
誉
と
ニ 
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な
る
は
ず
の
「
御
賞
」
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
感
恩
講
側
は
秋
田
藩
か
ら
の
そ
れ
ら
の
「
御
賞
」
の
全
て
を
受
け
容
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
次
に
、
感
恩
講
が
秋
田
藩
か
ら
の
「
御
賞
」
を
拒
否
し
た
と
い
う
事
例
を
挙
げ
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。
前
掲
の
史
料
「
感
恩
講
発
端
是
迄
之
大
旨
御
尋
ニ
付
乍
恐
御
答
」
に
は
、
感
恩
講
が
秋
田
藩
か
ら
の
申
し
出
を
拒
否
す
る
事
例
が
二
つ
確
認
で
き
る
。
一
つ
め
は
十
三
条
目
で
あ
る
*22
。
寅
年
銭
（
天
保
元
年
）
壱
万
貫
文
　
御
町
所
感
恩
講
江
可
被
下
、
右
者
諸
家
よ
り
内
願
等
を
以
窮
民
救
ニ
献
上
ニ
相
成
候
分
与
被
　
仰
渡
、
難
有
仕
合
ニ
候
得
共
、
乍
恐
御
訴
訟
奉
申
上
候
右
年
番
之
内
情
者
一
端
御
上
江
献
上
与
相
成
候
銭
今
度
講
江
被
下
候
得
者
於
御
上
ニ
講
江
御
加
入
之
訳
与
相
成
、
然
者
永
世
之
事
故
、
乍
恐
御
急
用
之
節
講
米
御
借
上
ニ
至
ル
間
敷
と
も
難
申
、
依
而
矢
張
私
共
同
志
を
結
ヒ
、
乍
寸
志
も
出
金
繋
合
講
備
ニ
致
候
ハ
ヽ
永
久
可
相
保
与
年
番
一
決
致
、
右
ニ
申
上
候
所
御
聞
済
ニ
候
、
翌
卯
年
（
天
保
二
年
）
亦
候
　
御
町
所
銭
七
千
貫
文
無
御
利
足
ニ
而
講
江
拝
借
可
被
　
仰
付
、
返
上
者
幾
年
之
後
な
り
共
勝
手
次
第
与
御
厚
憐
被
　
仰
渡
、
亦
候
御
訴
訟
も
恐
入
、
且
前
書
壱
万
貫
文
之
御
趣
意
と
も
違
候
故
弐
千
五
六
百
貫
文
両
蔵
普
請
ニ
付
拝
借
仕
候
、
右
御
勘
定
未
ニ
不
相
分
故
大
凡
積
を
爰
ニ
奉
申
上
候
、
但
両
条
共
田
中
様
御
勤
中
ニ
御
座
候
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）、
藩
主
の
意
向
に
よ
り
町
奉
行
所
か
ら
感
恩
講
へ
銭
一
万
貫
文
が
下
賜
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
感
恩
講
は
、「
同
志
」
を
結
ん
で
自
身
等
の
力
で
永
世
に
維
持
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
年
番
は
こ
の
秋
田
藩
か
ら
の
銭
一
万
貫
文
を
下
賜
す
る
と
い
う
申
し
出
を
辞
退
し
た
の
で
あ
っ
た
。
翌
年
再
び
、
町
奉
行
所
か
ら
銭
七
〇
〇
〇
貫
文
を
無
利
子
で
貸
与
し
、
返
還
は
感
恩
講
の
随
意
で
よ
い
と
の
申
し
出
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、「
拝
借
」
と
い
う
形
式
を
と
る
こ
と
か
ら
、
前
年
の
「
下
賜
」
と
は
趣
旨
も
異
な
る
と
の
判
断
か
ら
、
感
恩
講
は
、
二
五
〇
〇
〜
二
六
〇
〇
貫
文
を
蔵
普
請
の
費
用
分
に
宛
て
る
た
め
に
借
用
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
二
つ
め
は
一
五
条
目
で
あ
る
*23
。
其
先
ン
田
中
様
御
勤
中
、
発
端
之
年
番
故
勤
労
被
思
召
、
為
御
賞
講
之
備
米
永
々
御
扶
持
可
被
下
之
御
内
慮
故
、
御
賞
之
心
底
い
つ
れ
も
曾
而
以
毛
頭
無
之
ニ
付
、
再
々
応
御
訴
訟
申
上
候
所
田
中
様
仰
ニ
者
御
賞
罰
ニ
相
抱
候
儀
一
己
之
存
慮
申
聞
候
共
御
執
揚
難
被
成
与
仰
恐
入
候
、
乍
去
講
人
数
銘
々
出
金
繋
合
相
備
候
知
行
施
米
之
内
為
御
賞
被
下
候
と
も
、
夫
丈
ケ
施
米
減
窮
民
歎
可
申
并
講
中
之
指
積
を
受
候
所
、
則
講
之
汚
名
与
成
、
人
望
を
失
、
旁
本
志
消
果
、
誠
ニ
歎
敷
、
然
レ
共
此
上
押
而
御
訴
訟
仕
候
ハ
ヽ
御
賞
罰
ニ
可
奉
反
愚
心
ニ
迫
、
左
候
得
者
迚
外
ニ
存
付
も
無
之
故
、
無
拠
今
度
拝
領
可
被
仰
付
、
御
扶
持
丈
ケ
別
ニ
御
知
行
御
買
入
之
代
銭
私
共
上
納
可
仕
与
一
決
申
上
候
、
是
以
後
世
ニ
至
り
紛
敷
意
外
之
世
評
ニ
も
可
預
与
甚
心
外
ニ
奉
存
候
得
共
、
右
ニ
奉
願
上
候
所
　
御
沙
汰
無
御
座
候
こ
こ
で
は
、
町
奉
行
よ
り
感
恩
講
の
年
番
七
人
に
対
し
て
の
「
御
賞
」
の
申
し
出
に
つ
い
て
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、「
御
賞
」
が
、
講
の
備
え
か
ら
扶
持
米
を
出
す
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
で
は
窮
民
施
行
の
た
め
の
備
え
が
減
っ
て
し
ま
う
う
え
、
感
恩
講
の
汚
名
と
も
な
り
、
果
て
は
世
間
の
人
々
の
「
人
望
」
も
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と
し
て
、
そ
う
し
た
事
態
を
危
惧
し
た
年
番
は
、
こ
の
申
し
出
を
辞
退
し
た
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
よ
う
に
、
秋
田
藩
は
感
恩
講
の
設
立
当
初
か
ら
、
そ
の
運
営
に
物
資
や
「
御
賞
」
を
与
え
る
と
い
う
形
で
介
入
し
よ
う
と
し
て
い
た
意
識
が
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
感
恩
講
は
、
こ
う
し
た
秋
田
藩
の
申
し
出
の
一
部
を
拒
否
し
て
い
た
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
物
資
や
名
誉
の
証
と
し
て
の
「
御
賞
」
は
受
け
容
れ
て
も
、「
勤
労
」
に
対
す
る
「
御
賞
」
な
ど
は
徹
底
し
て
拒
否
し
て
い
た
。
こ
の
行
動
は
、
感
恩
講
が
町
人
（
こ
こ
で
は
資
金
提
供
者
で
あ
る
町
人
に
限
定
）
の
主
導
で
運
営
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
強
い
意
志
が
表
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
も
し
、
感
恩
講
自
身
が
構
築
し
て
き
た
独
自
の
秩
序
を
揺
る
が
す
よ
う
な
秋
田
藩
か
ら
の
必
要
以
上
の
「
御
賞
」
を
受
け
容
れ
た
と
し
た
ら
、
感
恩
講
と
秋
田
藩
が
密
接
し
た
関
係
に
あ
る
こ
と
を
久
保
田
の
人
々
に
表
明
す
る
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
結
果
、
人
々
か
ら
の
「
人
望
」
を
失
う
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
。
感
恩
講
は
人
々
の
「
人
望
」
を
失
う
こ
と
を
何
よ
り
も
恐
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
本
稿
で
は
、
文
政
一
二
年
二
月
に
秋
田
藩
の
城
下
町
久
保
田
に
お
い
て
成
立
し
た
感
恩
講
に
つ
い
て
、
城
下
町
の
町
人
で
構
成
さ
れ
る
社
会
集
団
の
一
形
態
と
と
ら
え
る
視
角
を
重
視
し
、
主
と
し
て
そ
の
社
会
秩
序
の
あ
り
方
、
秋
田
藩
と
の
相
関
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
感
恩
講
は
、
久
保
田
町
人
・
那
波
三
郎
右
衛
門
の
発
案
に
よ
っ
て
発
足
し
、
そ
の
構
成
員
は
、
那
波
が
考
え
る
理
念
に
賛
同
し
、
か
つ
出
資
し
て
く
れ
る
「
同
志
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
構
成
員
の
傾
向
を
見
る
と
、
す
で
に
加
入
し
た
者
か
ら
紹
介
さ
れ
る
と
い
う
方
法
で
加
入
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す
る
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
が
、
数
名
に
限
り
、
秋
田
藩
関
係
者
か
ら
の
紹
介
で
加
入
し
て
い
る
者
も
確
認
で
き
た
。
こ
れ
は
、
秋
田
藩
が
感
恩
講
の
構
成
員
の
人
選
に
介
入
し
て
い
る
こ
と
の
表
れ
で
あ
る
と
い
え
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
秋
田
藩
は
感
恩
講
に
対
し
て
、
物
資
を
提
供
し
た
り
、「
御
賞
」
を
与
え
る
な
ど
様
々
な
方
法
に
よ
り
、
そ
の
運
営
へ
の
関
与
を
画
策
し
て
い
た
。
し
か
し
、
感
恩
講
側
は
全
て
を
受
け
容
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
感
恩
講
が
築
き
上
げ
た
独
自
の
秩
序
を
脅
か
す
よ
う
な
秋
田
藩
か
ら
の
「
御
賞
」
は
決
し
て
受
け
容
れ
な
い
と
い
う
姿
勢
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
理
由
は
、
そ
う
し
た
「
御
賞
」
を
受
け
容
れ
る
こ
と
は
、
感
恩
講
が
秋
田
藩
と
結
び
つ
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
久
保
田
の
人
々
に
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
的
に
久
保
田
の
人
々
か
ら
の
「
人
望
」
を
失
う
こ
と
に
つ
な
が
る
と
危
惧
し
た
た
め
で
あ
っ
た
。
こ
こ
か
ら
、
那
波
が
構
想
し
た
感
恩
講
が
、
人
々
か
ら
の
「
人
望
」
で
成
り
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
感
恩
講
の
構
成
員
お
よ
び
そ
の
他
の
久
保
田
の
町
人
か
ら
の
「
人
望
」、
す
な
わ
ち
社
会
的
信
用
が
、
感
恩
講
に
と
っ
て
秋
田
藩
か
ら
の
「
御
賞
」
よ
り
勝
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
感
恩
講
は
独
自
の
論
理
に
則
り
、
秋
田
藩
か
ら
の
「
御
賞
」
を
取
捨
選
択
す
る
こ
と
で
、
自
身
等
の
独
自
の
秩
序
を
守
ろ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
そ
れ
は
、
秋
田
藩
の
政
策
に
影
響
さ
れ
な
い
感
恩
講
の
自
律
的
な
社
会
秩
序
で
あ
っ
た
。以
上
の
よ
う
に
、
社
会
集
団
と
し
て
の
感
恩
講
と
城
下
町
久
保
田
の
社
会
、
お
よ
び
秋
田
藩
と
の
相
関
性
を
み
る
視
点
は
、
従
来
専
ら
窮
民
施
行
の
機
関
と
し
て
の
み
捉
え
ら
れ
て
き
た
感
恩
講
を
社
会
史
的
に
捉
え
直
す
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、
感
恩
講
が
実
際
に
行
な
っ
た
施
行
を
分
析
し
、
さ
ら
に
身
分
制
の
問
題
を
考
え
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
新
た
な
課
題
も
見
え
て
く
る
。
ま
た
、
感
恩
講
設
立
の
起
点
と
な
っ
て
い
る
那
波
家
に
つ
い
て
の
検
討
も
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
感
恩
講
が
城
下
町
久
保
田
の
社
会
構
造
全
体
の
中
に
い
か
に
位
置
付
く
か
は
、
こ
う
し
た
課
題
を
克
服
す
る
こ
と
で
解
明
さ
れ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
*1
久
保
田
を
皮
切
り
に
土
崎
（
文
政
一
三
年
）
や
大
館
（
天
保
一
一
年
）
等
、
明
治
〜
大
正
期
に
か
け
て
一
八
の
感
恩
講
が
設
立
さ
れ
た
。
本
稿
で
対
象
と
す
る
の
は
、
最
初
に
で
き
た
久
保
田
の
感
恩
講
で
あ
る
。
こ
の
感
恩
講
は
、
現
在
も
「
社
会
福
祉
法
人
感
恩
講
」
が
経
営
主
体
と
な
り
、「
感
恩
講
児
童
保
育
院
」
と
し
て
秋
田
市
内
に
存
在
し
て
お
り
、
江
戸
時
代
か
ら
中
絶
す
る
こ
と
な
く
存
続
し
て
い
る
。
ま
た
、「
感
恩
講
か
ん
の
ん
こ
う
」
の
読
み
方
に
つ
い
て
は
、
国
史
大
辞
典
に
は
「
か
ん
お
ん
こ
う
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、「
か
ん
の
ん
こ
う
」
と
い
う
呼
称
が
現
在
の
秋
田
で
は
慣
習
的
で
あ
る
。
*2
池
田
敬
正
著
『
日
本
社
会
福
祉
史
』（
法
律
文
化
社
　
一
九
八
六
年
）、
大
杉
由
香
「
本
源
的
蓄
積
期
に
お
け
る
公
的
扶
助
と
私
的
救
済
―
岡
山
・
山
梨
・
秋
田
を
中
心
に
―
」（『
社
会
経
済
史
学
』
六
〇
巻
三
号
　
一
九
九
四
年
）
な
ど
。
*3
庄
司
拓
也
「
久
保
田
町
に
お
け
る
感
恩
講
の
設
立
―
近
世
後
期
の
町
方
に
お
け
る
相
互
扶
助
の
公
共
的
制
度
化
に
つ
い
て
―
」（『
秋
田
近
代
史
研
究
』
第
四
〇
号
　
一
九
九
九
年
）、
同
「
天
保
の
飢
饉
下
の
秋
田
感
恩
講
に
よ
る
孤
児
救
済
―
近
世
の
災
害
と
民
間
救
済
活
動
―
」（『
専
修
史
学
』
第
三
一
号
　
二
〇
〇
〇
年
）、
同
「
明
治
前
期
に
お
け
る
地
域
的
救
済
組
織
の
存
続
過
程
―
感
恩
講
の
法
人
化
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
専
修
史
学
』
第
三
三
号
二
〇
〇
二
年
）
な
ど
。
*4
澤
登
寛
聡
「『
一
揆
』
集
団
の
秩
序
と
民
衆
的
正
当
性
観
念
―
安
永
七
年
五
月
、
都
市
日
光
の
惣
町
『
一
揆
』
を
中
心
と
し
て
―
」（『
歴
史
学
研
究
』
五
四
七
号
　
一
九
八
五
年
、
の
ち
、
同
著
『
江
戸
時
代
自
治
文
化
史
論
』（
法
政
大
学
出
版
局
　
二
〇
一
〇
年
）に
所
収
）、
渡
辺
浩
一
著
『
近
世
日
本
の
都
市
と
民
衆
』（
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
九
年
）
*5
木
村
涼
「
歌
舞
伎
・
文
人
と
江
戸
社
会
―
七
代
目
市
川
団
十
郎
を
中
心
と
し
て
―
」（『
関
東
近
世
史
研
究
』
第
六
〇
号
　
二
〇
〇
六
年
）
*6
『
秋
田
県
史
』
第
三
巻
　
近
世
編
下
（
秋
田
県
　
一
九
六
五
年
）
二
三
三
頁
。
*7
「
久
保
田
惣
町
家
数
軒
数
並
御
町
寺
々
湊
町
惣
家
数
神
社
仏
閣
小
間
等
覚
手
控
」（
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
）
*8
「
感
恩
講
発
端
是
迄
之
大
旨
御
尋
ニ
付
乍
恐
御
答
」（
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
）
*9
那
波
家
は
、
京
都
の
豪
商
・
那
波
九
郎
右
衛
門
の
家
系
で
あ
る
と
の
伝
承
が
存
在
す
る
家
柄
で
あ
る
。
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
）、
那
波
三
郎
右
衛
門
祐
祥
の
と
き
秋
田
に
移
住
し
、
こ
れ
が
久
保
田
に
お
け
る
初
代
那
波
家
で
あ
る
。
祐
祥
は
秋
田
藩
か
ら
灯
油
御
用
、
酒
造
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調
方
御
用
等
を
歴
任
し
、
御
用
聞
町
人
と
な
っ
た
。
本
稿
に
お
け
る
那
波
氏
は
四
代
目
の
祐
生
で
、
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
に
境
口
出
入
調
役
取
纏
支
配
人
、
同
一
三
年
に
は
絹
方
支
配
人
な
ど
、
藩
御
用
を
つ
と
め
、
文
政
一
二
年
（
一
八
二
九
）
に
感
恩
講
を
創
設
し
た
。
な
お
、
那
波
家
の
家
業
の
進
展
と
感
恩
講
創
設
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
い
く
つ
か
の
論
点
を
見
出
し
う
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。
*10
前
掲
註
８
同
史
料
*11
前
掲
註
８
同
史
料
*12
前
掲
註
８
同
史
料
*13
「
御
尋
ニ
付
言
上
ニ
相
成
候
願
書
并
年
番
江
被
　
仰
渡
御
書
附
之
写
」（
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
）
*14
前
掲
註
８
同
史
料
*15
前
掲
註
８
同
史
料
*16
前
掲
註
８
同
史
料
*17
前
掲
註
８
同
史
料
*18
前
掲
註
８
同
史
料
*19
前
掲
註
８
同
史
料
*20
前
掲
註
８
同
史
料
六
条
目
の
後
半
部
分
に
「
但
其
後
同
志
追
々
加
り
都
合
百
九
十
一
人
与
相
成
」
と
の
記
述
が
あ
る
。
*21
前
掲
註
８
同
史
料
*22
前
掲
註
８
同
史
料
*23
前
掲
註
８
同
史
料
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